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　地
元
の
歴
史
解
明
や
史
料
発

掘
な
ど
を
続
け
て
い
る
「
守
山

郷
土
史
研
究
会
」
（
道
木
正
信

代
表
）
は
こ
の
ほ
ど
、
年
一
回

の
会
報
「
も
り
や
ま
」
＝
写
真

＝
を
発
刊
し
た
。

　主
な
内
容
は
「
衣
ケ
原
飛
行

場
と
富
士
滑
空
機
」
「
変
貌
す

る
瀬
戸
線

　そ
の

」
と
い
っ

た
会
員
の
報
告
四
件
。
巻
頭
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
は
、
明
治
九
年

の
「
守
山
村

　地
引
絵
図
」
か

ら
八
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

　ま
た
、
史
料
と
し
て
「
春
日

井
郡
大
森
村
文
書

　四
」
「
平

成
年
間
守
山
区
歴
史
年
表
」
な

ど
も
収
録
。
Ｂ
５
判
、
二
百
八

㌻
、
定
価
千
五
百
円
。
白
沢
書

店
、
臼
井
書
店
、
ち
く
さ
正
文

館
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
執
筆
者
に
よ
る

内
容
説
明
会
が
三
月
七
・
二
十

一
日
（
と
も
に
土
）
の
午
後
二

時
―
同
四
時
、
守
山
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
＝
守
山
三
＝
で
開
か

れ
る
。
参
加
費
は
五
百
円
。

　道
木
代
表
は
「
一
緒
に
地
元

の
歴
史
に
触
れ
、
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
掛
け

て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は

道
木
さ
ん
方

＝
☎
０
５
２

（
７
９
１
）

２
３
０
４
＝

へ
。

　区
内
の
小
中
学
生
四
十
八
人

に
よ
る
販
売
体
験
「
子
ど
も
商

店
街
」
が
先
月
二
十
五
・
二
十

六
日
、
イ
オ
ン
守
山
店
＝
笹
ケ

根
三
＝
で
開
か
れ
た
。

　守
山
商
工
会
青
年
部
が
毎
年

催
し
て
い
る
も
の
で
、
十
二
回

目
。
体
験
を
通
し
て
社
会
性
や

主
体
性
を
身
に
付
け
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
夢

〝
お
店
を
開
き
た
い
〟
を
か
な

え
よ
う
と
す
る
の
が
狙
い
。

　昨
年
十
月
、
小
学
三
年
生
以

上
を
対
象
と
し
た
参
加
者
募
集

に
約
七
十
人
が
応
募
。
抽
選
で

選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
出
店

に
向
け
、
接
客
マ
ナ
ー
の
研
修

を
は
じ
め
、
企
画
や
商
品
仕
入

れ
を
行
う
と
い
っ
た
四
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
。

　こ
と
し
は
カ
フ
ェ
や
雑
貨
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
五
つ
の
店
が
オ

ー
プ
ン
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
「
見
て
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
元
気
な
声
が
響
き
、
〝
店
員

さ
ん
〟
と
〝
お
客
さ
ん
〟
と
の

に
こ
や
か
な
や
り
取
り
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

　子
ど
も
商
店
街
の
理
事
長
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
小
関
泰
典

君
（
吉
根
小
四
年
）
は
「
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

て
、
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。
ま

た
、
同
部
の
河
本
孝
彦
部
長
は

十
二
回
目
を
迎
え
た
こ
と
に
触

れ
「
時
間
の
経
過
と
と
も
に
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
が
、

以
前
体
験
し
た
子
た
ち
と
同
じ

仲
間
と
し
て
商
売
が
で
き
た
ら

い
い
」
と
話
し
て
い
た
。

科
学
研
究
も
紹
介
す
る
。

　前
売
り
券
は
一
般
千
四
百

円
、
高
大
生
七
百
円
、
小
中
生

三
百
円
（
当
日
券
は
各
二
百
円

増
し
）
。
問
い
合
わ
せ
は
名
古

屋
市
科
学
館
＝
☎
０
５
２
（
２

０
１
）
４
４
８
６
＝
へ
。
同
展

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
マ
ン
モ
ス

展

　名
古
屋
」
で
検
索
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
マ
ン
モ
ス
展
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は

三
月
三
日
（
火
）

必
着
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
へ

の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え

ま
す
。

　世
界
初
公
開
、
続
々
―
。
特

別
展
「
マ
ン
モ
ス
展
」
（
中
日

新
聞
社
な
ど
主
催
）
が
三
月
十

四
日
―
六
月
十
四
日
、
名
古
屋

市
科
学
館
＝
中
区
栄
二
＝
で
開

催
さ
れ
る
。
前
売
り
券
を
中
日

新
聞
販
売
店
で
発
売
中
。

　愛
・
地
球
博
で
七
百
万
人
を

動
員
し
た
ユ
カ
ギ
ル
マ
ン
モ
ス

や
、
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
共
和
国
の

永
久
凍
土
か
ら
発
掘
さ
れ
た
生

き
物
の
貴
重
な
標
本
を
多
数
展

示
。
「
マ
ン
モ
ス
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
な
ど
の
最
先
端
生
命

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
事
業
所
な
ど

九
十
の
団
体
に
署
長
感
謝
状
を

贈
っ
た
。

　ま
た
里
見
署
長
は
、
昨
年
の

同
署
管
内
で
の
犯
罪
（
刑
法

犯
）
と
交
通
事
故
が
減
少
し
た

こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
「
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
」
と

あ
い
さ
つ
。
信
田
直
己
守
山
区

長
も
「
皆
さ
ん
が
地
道
な
活
動

を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お

か
げ
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　守
山
警
察
署
（
里
見
勝
之
署

長
）
に
よ
る
「
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
先
月
九
日
、
尾
張
旭
市

文
化
会
館
＝
同
市
東
大
道
町
山

の
内
＝
で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者

ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し
た
。

　防
犯
や
交
通
安
全
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
、

地
域
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

る
協
力
と
貢
献
に
対
し
、
同
署

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

　こ
と
し
は
警
察
本
部
長
感
謝

状
を
二
人
に
伝
達
し
た
ほ
か
、

個
人
四
十
六
人
と
、
学
区
防
犯

　区
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物

の
品
質
向
上
な
ど
を
目
指
す

「
農
産
物
品
評
会
」
（
な
ご
や

農
業
協
同
組
合
守
山
・
守
山
東

・
志
段
味
支
店
ほ
か
主
催
）
が

十
二
月
一
日
、
守
山
区
役
所
＝

小
幡
一
＝
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

　葉
菜
類
や
根
菜
類
な
ど
九
百

二
十
二
点
が
出
品
さ
れ
、
鬼
頭

通
子
さ
ん
＝
村
合
町
＝
の
「
紅

く
る
り
大
根
」
が
市
長
賞
を
、

ま
た
永
谷
昭
さ
ん
＝
小
幡
南
三

＝
の
「
白
菜
」
が
市
農
業
委
員

会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　展
示
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売

会
も
開
か
れ
、
約
四
百
人
が
来

場
。
十
二
月
十
三
日
に
は
、
同

組
合
長
の
二
村
文
昭
さ
ん
ら
が

区
役
所
を
訪
れ
、
即
売
会
の
売

り
上
げ
な
ど
十
万
円
を
区
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
託
し
た
。

加
藤
善
啓
、
渡
辺
慎
太
、
林
徳

造
、
向
井
裕
之
、
南
部
文
宏
、

井
戸
亨
、
大
塚
昌
弘
、
水
野

匡
、
中
村
丈
治
、
大
後
早
苗
、

荒
川
木
の
実
、
立
野
裕
司
、
刑

部
淳
、
纐
纈
稔
、
北
本
則
行
、

柴
田
義
廣
、
廣
瀬
史
典
、
松
田

誠
、
長
谷
川
明
彦
、
服
部
康

浩
、
梅
村
博
、
森
下
善
弘
、
三

浦
隆
、
葛
谷
啓
司
、
若
田
元
男

っ
た
。

　祭
り
の
会
合
場
所
に

は
募
金
箱
が
毎
年
置
か

れ
、
多
く
の
関
係
者
が

協
力
。
後
厄
参
加
者
で

そ
の
使
い
道
を
話
し
合

い
、
地
元
の
小
学
校
や

児
童
養
護
施
設
な
ど
の

要
望
に
応
え
な
が
ら
物

品
を
贈
っ
て
い
る
。

　大
森
保
育
園
で
の
寄

贈
式
に
は
約
四
十
人
が

出
席
。
同
会
の
松
村
良

将
会
長
ら
が
園
児
代
表
に
人
形

を
手
渡
し
た
ほ
か
、
年
長
園
児

三
十
人
が
歌
「
に
じ
の
む
こ
う

に
」
を
披
露
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
た
。

　松
村
会
長
は
「
み
ん
な
で
楽

し
く
遊
ん
で
、
思
い
や
り
や
優

し
さ
も
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」

と
笑
顔
。
中
村
祐
美
恵
園
長
は

「
地
域
の
方
々
が
温
か
く
て
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も

た
ち
が
喜
ん
で
遊
ん
で
く
れ
る

と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　同
会
は
天
子
田
保
育
園
な
ど

も
訪
れ
、
計
五
カ
所
に
六
万
五

千
円
分
の
物
品
を
寄
贈
。
ま

た
、
同
会
に
は
名
古
屋
市
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
大

森
天
王
祭
の
後
厄
参
加
者
「
五

二
巳み

う

ま午
会
」
は
、
先
月
十
六
日

に
大
森
保
育
園
＝
大
森
三
＝
を

訪
れ
、
祭
り
の
募
金
で
購
入
し

た
お
も
ち
ゃ
の
人
形
三
体
を
贈

理
事
業
所
＝
大
恵

　パ
チ
ン
コ

　ダ
イ
エ
ー
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
志
段
味
店
▽
優
良
防
火
管
理

者
＝
東
真
吾
、
坂
本
真
一
▽
優

良
危
険
物
保
安
事
業
所
＝
金
城

学
院
大
学
、
日
新
商
事
▽
優
良

危
険
物
取
扱
者
＝
増
田
直
久
、

酒
井
斗
一

　▽
功
績
消
防
団
＝
志
段
味
東

消
防
団
、
白
沢
同
、
小
幡
同
▽

優
良
消
防
団
＝
苗
代
消
防
団
、

二
城
同

　▽
優
良
消
防
団
員
＝
豊
田
芳

昭
、
豊
田
禎
和
、
小
川
幸
三
、

後
藤
輝
治
、
小
﨑
芳
信
、
伊
藤

善
満
、
松
岡
裕
文
、
加
藤
雅

喜
、
布
施
孝
幸
、
小
林
栄
作
、

糸
永
道
哉
、
外
林
浩
一
、
内
山

正
信
、
石
原
慎
哉
、
八
木
橋

健
、
青
木
正
則
、
上
田
孝
行
、

大
谷
博
信
、
高
橋
誠
、
森
本
里

美
、
原
稔
、
羽
賀
一
夫
、
深
谷

正
彦
、
伊
藤
國
男
、
大
島
末

雄
、
木
全
功
、
鬼
頭
勇
、
石
田

満
、
森
田
定
信
、
中
川
栄
司
、

口
由
紀
江
、
松
本
梨
衣
、
松
岡

智
香
子
、
森
下
千
波
、
山
田
由

美
、
吉
住
享
子
、
長
谷
川
志
津

枝
、
船
戸
千
賀
子
、
戸
田
み
ど

り
、
伊
東
由
香
、
箕
浦
由
結
、

曽
我
美
代
、
岡
部
知
恵
、
水
野

桂
子
、
加
藤
音
江
、
山
口
由

希
、
三
浦
光
代
、
中
村
弘
子

　【
表
彰
状
】
▽
優
良
防
火
管

　守
山
消
防
署
（
片
山
哲
旨
署

長
）
に
よ
る
「
守
山
区
消
防
表

彰
式
」
が
先
月
十
七
日
、
守
山

文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で

行
わ
れ
た
。
受
賞
者
・
団
体
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　【
感
謝
状
】
▽
消
防
協
力
者

＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工

場
、
も
り
や
ま
総
合
心
療
病

院
、
東
春
信
用
金
庫
守
山
支

店
、
大
垣
共
立
銀
行
守
山
支

店
、
名
古
屋
銀
行
守
山
支
店
、

シ
ョ
ク
ブ
ン
、
名
古
屋
ト
ヨ
ペ

ッ
ト
守
山
大
森
店
、
ア
ブ
サ

ダ
、
進
和
、
武
市
ウ
イ
ン
ド
名

古
屋
、
中
日
新
聞
守
山
支
部

　▽
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
功
労
＝
大
森
学
区
防
災

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
守

山
学
区
同
、
下
志
段
味
学
区

同
、
西
城
学
区
同
、
廿
軒
家
学

区
同
、
志
段
味
西
学
区
同
、
吉

根
学
区
同

　▽
消
防
団
業
務
協
力
者
＝
梅

本
孝
也
、
河
合
一
道
、
熊
澤
知

二
、
丹
羽
勲
、
鵜
飼
和
聖
、
水

野
宇
一
、
服
部
賢
、
神
野
幸

雄
、
日

國
男
、
山
本
覺
、
箕

浦
昭
治
、
加
藤
幹
雄
、
斉
藤
正

純
、
上
野
辰
夫
、
長
塚
司
、
柴

田
英
明
、
水
野
豊
二
、

原
忠

雄
　▽
功
労
消
防
団
員
家
族
＝
川

品
質
向
上
目
指
し「
農
産
物
品
評
会
」

即
売
会
の
売
り
上
げ
な
ど
を
区
社
協
に
寄
託

大
森
保
育
園
に
人
形
３
体
贈
る

大
森
天
王
祭
後
厄「
五
二
巳
午
会
」

〝
お
店
を
開
き
た
い
〟の
夢
を
応
援

小
中
学
生
が「
子
ど
も
商
店
街
」体
験

世
界
初
が
続
々
「
マ
ン
モ
ス
展
」

来
月

日
か
ら
名
古
屋
市
科
学
館
で

地
元
の
歴
史
解
明
や
史
料
発
掘
な
ど
発
表

守
山
郷
土
史
研
究
会

　会
報「
も
り
や
ま
」発
刊

守
山
警
察
署
は「
感
謝
状
贈
呈
式
」

警
察
本
部
長
感
謝
状
の
伝
達
も

　【
歴
史
︼
一
九
七
九
（
昭

和
五
十
四
）
年
、
本
地
丘
小

学
校
か
ら
分
離
・
独
立
し
て

森
孝
東
小
学
校
が
誕
生
。
昨

年
度
に
は
開
校
四
十
周
年
を

迎
え
、
現
在
は
百
七
十
五
人

の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　【
特
色
︼
「
学
年
を
越
え

て
、
児
童
同
士
み
ん
な
仲
が

い
い
」
と
愛
敬
俊
幸
校
長
。

　異
学
年
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

「
優
・
友
・
遊
」
が
設
け
ら

れ
、
縦
割
り
活
動
が
と
て
も

盛
ん
。
校
内
の
落
ち
葉
拾
い

や
児
童
集
会
で
行
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
な
ど
に
協

力
し
て
取
り
組
み
、
触
れ
合

い
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親
有

志
「
お
や
じ
の
会
」
が
学
校

運
営
に
積
極
的
に
参
加
。
毎

年
九
月
に
は
、
親
子
で
水
鉄

砲
を
撃
ち
合
う
大
会
を
催
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　【
取
り
組
み
︼
校
訓
「
強

く
・
明
る
く
・
美
し
く
」

と
、
学
校
は
社
会
性
を
育
む

場
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、

学
年
を
越
え
た
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
な
ど
、
小
規
模

校
の
良
さ
を
生
か
し
た
学
校

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　歯
科
衛
生
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
三
年
前
か
ら

は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

に
合
わ
せ
て
歯
磨
き
方
法
を

学
ぶ
な
ど
「
全
国
小
学
生
歯

み
が
き
大
会
」
へ
参
加
。
一

昨
年
の
「
第

回
歯
を
ま
も

る
よ
い
子
の
会
」
で
は
、
名

古
屋
市
の
歯
科
衛
生
活
動
奨

励
校
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　【
校
長
先
生
か
ら
森
孝
東

小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
︼
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
大
切
に
、
仲
間
と
の
絆
を

深
め
、
毎
日
明
る
く
・
元
気

に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

森
孝
東
小
学
校

　森
孝
東
一
ノ
四
四
二

学校は社会性を育む場

子どもたちが大好きな遊具もある

校庭脇の「水と緑とつどいの場」

消
防
団
員
家
族
ら
に
も
感
謝
状

片山署長から代表者へ感謝

状や表彰状が手渡された

松村会長（左から2人目）ら

が代表園児に人形を手渡した

二
村
組
合
長
（
左
）
か
ら
信
田
直
己

区
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
た

警
察
本
部
長
感
謝
状
の

伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
た

提
供
元

：

マ
ン
モ
ス
展
実
行
委
員
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
な
が
ら
接
客
す
る
子
ど
も
た
ち

守山区消防表彰式で協力者、功労団体ら顕彰

地域の安全・安心まちづくりに貢献


